
資料１                                                              高校数学の周辺  

                                                             ―コンピュータで解析する― 

                                      北海道穂別高等学校 横山 徹

１ 研究のねらい 条件２ 「あなたに付けられた得点」が「あな

 本校では「総合的な学習の時間」と「教科･科目」 たの付けた得点」を上回る場合だけ食事

との関係を図１のように位置付けながら教育課程 に誘うことができる．（失恋型） 

を評価していくシステムを導入した．   

 数学科では情報教育も視野に入れながら，Ｅｘ （３）確率を用いた天気予測（Ｈ１５年度） 

ｃｅｌを利用しつつ，他分野においても学習を進 「① 晴れ」「② 曇り」「③ 雨」の３つの状態を

めていくことができるように教材を工夫した． 推移する確率が表４の場合の，ｎ日後の天気予測

                                       図１ を行う． 

  

 ３ 研究のまとめ 

 「（２）」について１０００回のシミュレーション 

 結果 

２  研究の内容  

（１） ポートフォリオ（平成１３年度）  

 分散投資や時系                             図２ 「（３）」について現在「晴れ」の場合の１０日後

列データの解析で の天気予測（表５） 

基本統計量を学習  

し，社会の変化を  

科学的に分析する  

態度を養う．  

 ４  検討課題 

（２）浜辺の美女問題（Ｈ１４年度） 「（１）」について各教科・科目と「総合的な学習

浜辺で美女を食事に誘うための戦略について考 の時間」とが図６により編成・運営され，図１に

察する． より評価される教育課程のサイクルの構築 

速決―失恋型モデル                                        ① 興味関心からくる 

戦  略 １人目は見送り，２～４人目はそれま                                            学習意欲の喚起 

での最下位でなければ誘い，５・６人目はそれ                                        ② 科目への興味から 

までの４位以内なら誘い，７・８人目はそれま                                           くる課題の発見と解決 

での５位以内なら誘い，９人目はそれまでの６ ・・・・・・・参考文献・・・・・・・ 

位以内なら誘い，１０人目は必ず誘う．（速決型） 津田博史 株式の統計学（朝倉書店）  

条件１ １０人の美女が順番に現れ、食事に誘  大村 平 シミュレーションのはなし（日科技連） 

うことができた時点でゲームは終了． 尾崎俊治 確率モデル入門（朝倉書店）
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